6-9 九州支部
1. 事業運営方針

　①活動の効率化・安定化を目指した運営を行い、支部会員へのサービスの充実・強化に一層努力を傾注する。建設コンサルタントの社会的地位向上のため、各県代表幹事を中心に九州全域から会員企業の増加を図る。

　②外部環境の変化に対して支部活動も適切かつ迅速に対処していく必要があるため、支部として取り組むべき新たな施策について、新組織体制のもと横断的立場から取り組んでいく。また、次世代を見つめた若手技術者の育成・交流事業にも積極的に取り組んでいく。

　③「公共工事の品質確保の促進に関する法律」の施行をうけ、法律の的確な運用の確立をはかるとともに、発注者の良きパートナーとしての役割を確実にするため、意見交換の場を活用し、発注者からの課題と期待をさらに明確化にし、九州の独自性も考慮し、すべての会員の立場に立って、発注者の理解が得られるよう努める。

④会員各社の技術力向上、資格取得等に関する研修会、講習会、情報提供等を行い、既存技術力のさらなる向上、情報技術の活用、業務執行の効率化、品質の向上等多角的な取り組みを行い、建設コンサルタント業の社会的地位の向上に努める。近年話題の多い環境・景観・都市問題にも適切に対応するため新組織を設置し積極的な活動を展開する。

　⑤改正独占禁止法が施行され、今後も会員各社の独禁法に対する意識向上と啓発に取り組み、コンサルタントとして適切な対応がなされるよう的確な取り組みを展開していく。

2. 概要

(1) 役員

　　　支部長　武富　一三

　　　副支部長　針貝　武紀　　内村　　好

　　　常任幹事13名、監事2名、顧問2名
(2) 組織

常任幹事会、総務部会、企画部会、対外活

動部会、技術部会、特別部会

（5部会17委員会）
(3) 会員数

　　　122社（19年3月末時点）

　　　年度中の入会１社、復帰1社、退会3社
3. 主な活動

　・地方自治体との意見交換会（8県2市）
　　　※今年度、初めて沖縄県とも実施した。
　・九州地方整備局との実務者意見交換会

　・福岡県、福岡市との実務者懇談会

　・地方自治体の技術研修への講師派遣

　・夢・アイデア事業

（「まちづくりに関する提案の募集」事業、交流事業、人材育成事業、調査団派遣事業）
・事務部門研修会

・ＣＰＤ制度説明会

　・独禁法に関する講習会（共催）

　・ＧＩＳ講習会

　・品質セミナー（大分、宮崎、鹿児島）

　・研修会（企画、河川、道路）

　・勉強会（河川、道路）

　・現場見学会（河川、道路）
　・風景デザイン講演会
　・「土木の日」、「建設技術フォーラム」参画

　・若手社員技術向上・交流会

　・ホームページリニューアル

　・厚生行事（野球大会、ソフトボール大会、ボウリング大会）

　・五団体共催新年賀詞交歓会

4. 特記事項

(1) 新支部組織発足

より効率的・合理的な支部活動を実現するため、「委員会等活動特別委員会」を設置し、17年度に検討を重ね、18年度より新支部組織を発足させた（技術部会、研修部会の統合、広報部会を総務部会と企画部会に分割、特別部会の新設等）。

(2) 役員の交代

役員改選期にあたり、常任幹事および監事7名が交代した。

(3)「夢アイデア交流会」開催

「まちづくりに関する提案の募集」も今回で４回目となり、230編にのぼる応募作品が集まった。昨年に引き続き平成19年2月10日（土）福岡市中央区のタカクラホテル福岡において「夢アイデア交流会」を開催。土曜日にもかかわらず、産官学、会員、一般から164名の方の参加を得、活発な議論と交流ができた。この会場では、2006年度の審査・表彰式とあわせ、過去の応募作品発表の中から当日参加者が「特別賞」を選出する企画を行った。なお、この交流会は、本部「中期行動計画に基づく支部活動助成金」事業の一環である。

(4) 事務局長の交代

平成11年の事務局独立当初より事務局長を務めてきた小澤豊が退任し、後任として野口秀一が着任した。






